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今年の 4 月に INPIT の理事長に就任いたしました。どうぞよろしくお願いいたします。また，INPIT

も今年 10 月で現在の組織体制となってから 20 周年を迎えます。これを節目として，社会のためによ

り役に立つ INPIT として進化していく所存ですので，よろしくお願いします。 

これまで 6 年半の間，東京工業大学（略称，東工大です。ちなみに，この 10 月 1 日より，東京医科

歯科大学と統合し，東京科学大学として出発します！こちらの方もよろしくお願いします。）にて，研

究・産学連携・スタートアップ創出支援を担当する理事・副学長として，知財の重要性やその活用の難

しさなどを肌で体験して参りました。けれども，歴代の理事長とは異なり，特許を始め知財に関しての

研究歴も無く，その点ではずぶの素人です。そうした私が歴史ある「特許研究」の巻頭言を書かせて頂

くのは，光栄の感を通り越して恐れ多いことですが，折角の機会ですので，最近考えていることを述べ

させて頂きます。それは，皆で生成 AI を使い倒してみよう！という提案です。特に，特許の敷居を下

げ，人々に知財を身近に感じてもらう活動のため，という目標においてです。 

まず，話を 2018 年に戻します。理事となり研究・産学連携本部長も兼ねることとなったため，不慣

れな知財について特訓を受けました。幸いなことに，私にはもったいない超専門家が個人指導してくだ

さいました。そのとき自分でも特許の明細書をいくつか眺めましたが，いやそのわかりにくいこと。発

明を無理に文書化しているからでは？とも思ったものです。ただ，そのとき，プログラムにも通じるも

のがあるなぁ，と感じました。 

私は，中学の頃からコンピュータに魅了された人間で，大学でもコンピュータの基礎理論―理論計

算機科学―を研究してきました。その「計算」を突き詰める研究をする中で，「世の中の森羅万象，

すべてのことは計算として表すことができる（だから，計算を通して物事を見ることも重要な科学の手

法である）」という考え方―計算世界観―を提唱するようになりました。1995 年頃です。ちょうど，

コンピュータ・サイエンスを大学 1 年生の基礎科目として始めた頃でした。数学や物理学を学ぶよう

に，コンピュータの基礎も東工大のような理工系大学では一般教養の一つとして学ぶべきだ！と情報

系学科有志で大学を説得し，他学部からの賛同も得て始めた時でした。ちなみに，ここでの「計算」と

は，数学で学ぶ計算だけではなく，コンピュータ上での処理すべてを意味します。もちろん「森羅万象」

というのは言い過ぎです。より正確に言えば，「人間同士が（ある程度以上の正確さで）理解し合える
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事柄は，すべてコンピュータ上で実現できる」という考え方です。当時は四面楚歌のような状況でした

が，今は多くの方が賛同してくれるのではないでしょうか。 

脇道にそれてしまいましたが（私にとっては難解な）明細書を見たり，その意義の話を聞いたりする

うちに，「ああこれも計算世界観の一つだな」と感じたのです。発明を，人々が理解し，共有し，さら

に発展させるためには文書化が必要です。コンピュータ上ならばプログラム（＝計算の指示書）として

表しますが，発明の場合には明細書として表されるのだなぁ，と解釈したのです。 

再び脇道にそれます。コンピュータの世界，その中でもプログラミング教育では，いま生成 AI の話

が大きな話題になっています。まあ，生成 AI が話題になっているのはどこでもかもしれませんが。様々

な負の側面が言われる中，「理工系の大学らしく，まずは使ってみようじゃないか！」という学長の掛

け声のもと，東工大では昨年の夏，「ChatGPT を使い倒せ！」というコンテストを実施しました。学生

同士でチームを組み，8 月末に ChatGPT の基本を学んだ後，9 月一杯をかけてアプリ制作を行い，その

ユニークさや完成度を競うコンテストです。ChatGPT4 の使用料金支援や豪華賞品などもあって，アナ

ウンス期間が 1 か月と短かったのですが，約 20 組の応募があり，どのチームも素晴らしいアプリを制

作してくれました。そこで気付かされたことも多かったのですが，最も印象的だったのは，プログラミ

ングへの敷居が下がった，という実感でした。その良い例が最優秀賞を獲得したチームです。このチー

ムはリーダーの「高齢者のケア者をケアする仕組みが必要」という課題意識のもと，ケア者の口頭での

報告をスマホで聞き取り，それを文書化するとともに，ケア者の精神状況を分析し，問題を早期に見つ

けるスマホアプリを開発したのです。音声認識や文書解析などに関する高度なプログラムを使ってい

ます。驚かされたのは，リーダーには，そうした高度なプログラミングの知識がほとんど無かったとい

う点です。それこそ ChatGPT に相談し，かなりのところを作ってもらったとか。もちろん，プログラ

ムのチェックや細部の補填や調整には，チームの情報系のメンバーの頑張りも必須でした。でも，そこ

までできるのだ！という驚きをもらいました。プログラミングの，そしてソフトウェア作りの敷居が大

きく下がったことを実感させられました。 

こうなると従来のソフトウェア作り，特にプログラミングの教育も変えねばなりません。その後，情

報系の教員たちとも話したのですが，従来のプログラミング教育については，引き続き同程度の教育は

必要と考えているそうです。生成 AI は，プロトタイプとしてのラフなプログラムの提案や，逆にごく

些細な文法ミスの修正には威力を発揮しますが，プログラム細部の設計，そして最も大切な正しさの検

証には，プログラミングの理解が不可欠だからです。けれども一方で，生成 AI を，それこそ使い倒し

てみて，その上で何ができるかを学生たちで検討してもらう，という野心的な授業も計画しているそう

です。 

さて，翻って，知財の場面でも同様の使い方ができるのでは？と思いました。知財の敷居を下げるの

に活用できるのではないか？と考えたのです。まずは，二つの活用法が思いつきます。一つ目は，発明

のアイデアに対して関連する特許を探し出す道具としてです。研究文献検索の世界では，そうした検索

システム・検索サービスは生成 AI の登場により飛躍的に進化していますが，知財の世界でも同様だと

思います。さらに，生成 AI は，そのようにして見つけた特許の明細書を理解する道具にも使えそうで

す。それが二つ目の活用法です。この巻頭言を書くにあたり，この二つ目の可能性を，INPIT や東工大



巻 頭 言

 

4 特許研究  PATENT STUDIES  No.78  2024／9  

の知財の専門家の助けを借りて，ほんの数例ですが実験してみました。 

実験では，OpenAI 社の ChatGPT 4o（以下では，ChatGPT。）を使いました。著名な半導体，ゲームソ

フト，文具，いくつかの装置に関する特許の明細書を ChatGPT と会話をしながら読んでみました。そ

の結果，たとえば，以下のような点に気付きました。 

〇 文章を読み解く能力は確かに優れていて，素人にもわかりやすい文にしてくれる。 

× 専門家の目から見ると，説明が甘い，要点をはずしていることも少なくない。 

〇 検索能力もなかなかすぐれている。指示をすれば関連する技術論文も示唆してくれる。 

× もっともらしい技術論文を提出するが，その論文が最適な文献かというと疑問な場合が多い。 

△ 文章からイメージ図を作成する能力はまだまだ？ 

最後の△については例で説明します。著名なコクヨ社の「カドケシ」の特

許（第 4304926 号）を例に，明細書の本文だけから，そのイメージ図を ChatGPT

が描けるかを試した結果です。まずは，何のヒントも与えずに，特許請求の

範囲と発明の詳細な説明の文章だけから絵を描かせたところ，右図のような

絵が回答されました。ちょっとビックリですが，まあ，大間違いではないと

思います。その後，もっと単純な形を得るために，ヒントを含んだ指示（プ

ロンプト）を与えましたが，なかなか大幅な進歩はありませんでした。そこで，少し踏み込んで，かな

り誘導的ですが「製造の観点からすると，直方体から必要な箇所をくり

抜いた形の方が作りやすいです。そのような形で表現してください。」と

指示したところ，左図のような絵が回答されました。かなり近くなった

と思います。ただ，これが限度でした。その後いろいろと指示しました

が，これ以上（本物に近いという意味で）良い絵にはなりませんでした。 

その他にも，複数の例で文章だけからイメージ図を作らせてみました

が，芳しい成果は得られませんでした。これを現時点での限界と思うの

か，あるいは，そもそも文章だけからイメージ図を作るという大変困難な仕事を与えたのが悪い，と見

るのかは意見が分かれるところだと思います。（個人的には（ChatGPT のお里の）米国風のイラストが

肌に合わないのですが。） 

ちなみに，この二つ目の図を提示し，この形の消しゴムに関する請求項の作成を依頼したところ，特

徴の一つとして，「突出部やスリットがあることで柔軟性が向上し，使用中に均等に摩耗する」が出て

きました。柔軟性が増すことがはたして良いことなのか？という疑問はありますが，少なくとも柔軟性

が増すことの指摘は新たな気付きを与えるものでした。このように見逃していた点を ChatGPT との会

話の中で気付いた，という例もありました。 

以上，ごく少数の実験例からですが，ChatGPT は少々物足りないけれども，親切な解説者という感触

を得ました。いつでも気軽に聞けて，労力も惜しまずに答えてくれる人です。もっとも，これは何も明

細書の解説に限らず，様々な応用場面でも言われていることですが。 

現状は，そんな AI 先生であることを確認した上で，それでも知財の敷居を下げ，知財を広めるため
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にも使える，と考えました。発明そのものを知ることも重要ですが，文書化されたものから発明の意義

を理解することも重要だと思うからです。例えば，高校などでの知財教育の中で，おもしろそうな特許

を探索するだけでなく，グループで AI 先生と対話しながら探索した特許の明細書を読み解き，その発

明の意義の理解を深める，といった取り組みもよいでしょう。もちろん，AI 先生が要点をはずしてい

る場合もあるので，他の視点で見ることの重要性も学びながらです。これは AI の使い方の学習という

観点でも意義があると思います。他にもいろいろな使い道があるはずです。そのノウハウを得るために

も，知財を広める活動の中で，生生成成 AI をを使使いい倒倒ししててみみままししょょうう！！というのが私からの提案です。 

冒頭にも述べましたが，INPIT も 20 周年を迎え，社会により役立つことを目指し，この度，ミッシ

ョン・ビジョン・バリュー（MVV）も制定しました（https://www.inpit.go.jp/about/profile/index.html）。そ

こでも掲げているように，知財の重要性や価値を社会に広める活動を，多くの関係者の方々と進めてい

きたいと考えております。その中で生成 AI の活用など，新たな試みにも挑戦していく所存です。今後

の INPIT の活動にご期待ください。 


